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Outline 概要

Meiyu and Baiu frontal precipitation zone (MFZ, BFZ) in May, Jun and
July, reproduced by 22 models in “21st a1b”.

Decide the latitude and precipitation of MFZ and BFZ,
from the 20-year (2080-2099) monthly average.

Comparison with 20th Century (1980-1999)
--- --- --- --- --- --- --- --- ---
“21st a1b” の各22モデルによる

 
５、６、７月のメイユ（１１０－１２５Ｅ）、梅雨

 （１２５－１４０Ｅ）前線降水帯（MFZ, BFZ) の緯度と降水量の比較

20年間(2080-2099年）各月平均値による
MFZ，BFZの緯度と降水量の決定と相互比較

“20th CCCM” の20年間(1980-1999)各月平均と比較し、
その変化を調べる。



22 models in “20th CCCM” and “21st a1b”



An example of BFZ in GPCP and a model （前報再録）

20世紀の観測（GPCP)と実

 験の一例（MRI_ｃｇｃｍ）

BFZ を
 

125-140E にお

 ける降水量極大ゾーンとし

 て定義



Latitude and Precipitation of MFZ and BFZ in 1980-1999 (前報再録)

20世紀実験

前線帯の緯度、降水

 量ともにモデル間の

 バラツキが大きい(特
 にMFZ） 。

月には全モデルが観

 測(GPCP,CMAP)に
 比し北側に前線帯を

 形成。



MIROC-m による

 
6月の20年平均降水量分布

 1980-1999年, 2080-2099年
 

および

 
両期間の差

一例として示した
# 15 MIROC –m
では、２１世紀では２０世紀に

 比して6月の降水ゾーンが北

 偏している



MIROC-m による125-140Eの6月の降水緯度分布

 1980-1999, 2080-2099 および

 
両期間の差

一例として示した

#15のMIROC-mでは

35-40 N における21世紀の

 降水量増加は、降水極大

 ゾーンの北偏による。

降水極大ゾーン内の降水量

 は減少



各モデルによるR(2080-2099 と1980-1999の差）

 Rmax, Rmin の緯度分布



両期間のMFZ と
 

BFZ の緯度と降水量の対比

 
20世紀における各モデルの特徴（クセ）は21世紀にも同様に現れる。



各モデルによるMFZ,BFZ の両世紀間の差：Lat, R

21世紀には、全体とし

 て

降水極大ゾーンは北上

 し、

ゾーン内の降水量は減

 少。



Table 2: 1980-1999 の評価

 
Table 3: 2080-2099 の評価

 Table 4:両期間の差の評価



まとめ

●

 
２０世紀実験で見られた各モデルの特徴（クセ）は２１世紀実験
においても共通して見られる。

●

 
２１世紀には２０世紀に比較して梅雨期の降水極大ゾーン
が北側に現れる傾向が見られる。

●

 
これは前線帯がやや北側にシフトするためである。

●

 
前線帯の降水量そのものはやや減少する。

●

 
２０世紀、２１世紀共に各モデル間の差違は大きい。

(梅雨前線の６月については各モデル間の差は比較的小さい。）

●

 
梅雨前線に関しては、２０世紀～２１世紀の変化のモデル間バラッキは
各期間のモデル間バラツキより小さい。

●

 
２１世紀における変化を確実に議論するためには、まず

 
各世紀実験

の各モデル間差違を縮めるための各モデルの改良が不可欠である。
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